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都市再生整備計画　事後評価シート

神戸・河曲地区

平成23年3月

三重県鈴鹿市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 266 ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり －

なし －

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

国費率

三重県 市町村名 鈴鹿市

平成18年度　～　平成22年度 平成22年度事後評価実施時期

H16 1,800

地区名

道路（神戸一丁目70号線、神戸一丁目70号線（庁舎前）、神戸一丁目77号線、十宮一丁目201号線、須賀一丁目286号線）、地域生活基盤施設（新庁舎駐車場整備事業、ジェフリーすずか駐車場整備事業、緊急避難所指定集会所耐震補強事業）、
高質空間形成施設（ソーラー式公園灯設置事業）

事業名

520 百万円

神戸・河曲地区

交付対象事業費

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

地域創造支援事業（道路改良事業、旧市庁舎解体事業、公共施設ＡＥＤ設置事業）

新たに追加した事業

－

30.0

－

地域創造支援事業（神戸城跡整備事業）、事業活用調査（事業効果分析調査）

道路事情満足度 ％ 29.6

フォローアップ
予定時期

－

H22

△6260 H16 54交通事故件数

－

平成23年6月

都市の骨格となる道路整備事業などにより、交通利便性や安全性が向上
し、市民の道路事情満足度の改善につながったと思われる。

平成24年4月

－

道路整備事業により、安全な生活道路の整備を行ってきたが、目標達成に
は至らなかった。しかし、過年度の傾向を踏まえると、事業による改善傾向
はみられるため、一定の効果は発現していると考えられる。

－

－

・「イベント参加延べ人数」に関係あるが、数値目標は据え置く
・事業効果分析であるため、目標や数値指標に影響はない

効果発現要因
（総合所見）

－

５段階評価 3.00 －

－計測不能人/年

41.4 H16

1,200

平成24年4月

緊急避難所の耐震補強やソーラー式公園灯の設置、公共施設AED設置事
業などにより、地域住民の災害時の安心感を高め、安心・安全度の高評価
につながったと思われる。

フォローアップ
予定時期

平成24年6月

効果発現要因
（総合所見）

平成24年6月

防災拠点である新庁舎周辺の整備や緊急避難所の耐震補強、ソーラー公
園灯の設置など、防災対策や道路整備を推進してきたが、目標達成には
至らなかった。
しかし、事業による改善傾向はみられるため、一定の効果は発現している
と考えられる。
また、鈴鹿市全体を対象としたアンケート調査であったため、効果の発現が
弱くなったと考えられる。

－

△43.0

平成16年当初は個別イベントとして開催していたが、H20以降は寝釈迦祭
り等の他の大きなイベントとの同時開催となり、当初と比較可能な計測が
困難となった。

地域住民が生活する上で利用頻度が高い道路や関連事業の電線類地中
化などを整備したことにより、交通利便性や安全性が向上し、道路事情満
足度の高評価につながったと思われる。

目標
達成度※１

－

1年以内の
達成見込み

－

－H22

H22

－

数　　値

平成18年度　～　平成22年度

－

・石垣の崩落や斜面の土砂流出の危険性がある神戸城跡整備することによ
り、歴史的資源を活かした市民が安心安全に集うことができる交流拠点を備
えたまちづくりを目指すため追加
・事業実施による効果を多角的に分析し、今後のまちづくりのフォローアップ
につなげるため追加

○

神戸・河曲地区住民の市民
文化・市民交流の拠点づくり
に関する満足度

５段階評価

今後の対応方針等

平成24年6月
ジェフリーすずか駐車場の整備により、ジェフリーすずかを使用して行う男
女共同参画社会に向けてのイベントや地元商店街、地域住民によるイベン
トを開催しやすくなったことが高評価の要因の一つと思われる。

神戸商店街にて開催している石橋楽市等イベントの実施。

目標
達成度

－
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

5段階評価

32.5

H17

目標値

4.47

 ５）実施過程の評価

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

・アンケートの自由意見を通して、「市役所周辺の道路が自動車で走りやすくなった」など、市役所周辺の整備に対する肯定的な意見が確認できた。
・竪町十日町線外1線街路事業や神戸再開発事業などの商店街の整備に伴い、商店会の活動にも変化がみられるようになった。例えば、神戸商店会が主催する灯りのいべんと(町内に紙コップと半紙による行燈を並べて，灯りのアート等を描くイベント）は，開催規模が徐々に大きくなってきており、年
中の恒例行事の一つとして認識されてきている。
・小中学校職員を対象として、AEDの講習を実施するようになった。
・耐震補強工事を行った公民館において、利用者から安心して利用できるようになったとの意見があり、老人会・PTA・子供会等の利用が促進された。

①道路事業の施行に関する地域住民との合意形成。
②神戸商店街にて開催している石橋楽市等イベントの実施。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施したモニタリング

神戸・河曲地区住民の安心・
安全度

今後も来客者のニーズに合わせてイベントの実施を支援していく。

－

都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

－

①他地区の道路においても、地域住民の納得する道路整備を行うため、必要に応じて説明会等を実施して
いく。
②今後も来客者のニーズに合わせてイベントの実施を支援していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

H22

数　　値

％ 45.0

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

従前値

3.00 H17

指標２

指　標

イベント参加延べ人数

指　標

市民の安心安全度指標４

件/年

H15

従前値 目標値

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

指標３

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指標1

1年以内の
達成見込み

住民参加
プロセス

4.17

4.20

3.00 H17
その他の

数値指標1
神戸・河曲地区の道路事情
満足度

実施内容

 １）事業の実施状況

－

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画から
削除した事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

－
交付期間
の変更



様式２－２　地区の概要

単位：％ 29.6 H15 30.0 H22 32.5 H22

単位：件/年 60 H16 54 H22 62 H22

単位：人/年 1,200 H16 1,800 H22 計測不能 H22

単位：％ 41.4 H16 45.0 H22 43.0 H22

単位：5段階評価 3.00 H17 4.47 H22

単位：5段階評価 3.00 H17 4.17 H22

単位：5段階評価 3.00 H17 4.20 H22

神戸・河曲地区の道路事情満足度

神戸・河曲地区住民の安心・安全度

神戸・河曲地区住民の市民文化・市民交
流の拠点づくりに関する満足度

神戸・河曲地区（三重県鈴鹿市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

まちの課題の変化

・新庁舎周辺の道路整備や新庁舎駐車場の整備により、増加する来庁者に対応した。
・関連事業の再開発事業、街路事業及び電線類地中化事業や、ジェフリーすずか駐車場整備、神戸城跡整備事業（平成２２年度末完成予定）等により、文化交流の拠点性が強化された。また、これらの整備により、居住環境の利便性、快適性、安全性が
向上した。
・歩道や道路幅員の拡幅整備により、通学時の安全性向上が図られた。
・新庁舎建設に合わせた周辺の道路や新庁舎駐車場、防火水槽、災害時用トイレの整備により、防災拠点としての機能強化が図られた。
・安全な道路交通環境を持続していくためには、歩行者やドライバーがより高い交通安全意識を身につける必要がある。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

○居住環境の利便性・快適性、安全性の維持向上（住民要望を踏まえた生活道路整備、道路の維持管理、公園施設長寿命化計画策定、防災無線のデジタル化整備）
・地域の実情に合った道路整備を地域住民の意向を踏まえながら実施していく。
・整備した道路の維持管理を行っていく。
・公園施設の安全性向上を推進する。
・必要な防災施設の整備を推進する。
○市民間交流の促進（【神戸城跡】神戸城跡を含む神戸公園の維持管理、【ジェフリーすずか】男女共同参画を推進するための講演会や講座、交流スペースや子どもの部屋等の無料利用提供）
・市民間の交流を促進する取組を実施する。
○交通安全教育等の啓発活動の実施（交通安全教育の実施、交通安全啓発の実施）
・学校や高齢者に対して交通安全教育の実施を推進する。
・交通安全週間の際、警察と協力して、ドライバーに交通安全の啓発活動を実施する。

大目標：安心安全で防災機能の高い市街地の形成と，地域の個性と暮らしの利便性を高めるまちづくり
　　○防災拠点である新市庁舎建設に伴う，アクセス道路・生活道路の改善による利便性の向上を図る。
　　○側溝暗渠化により有効幅員を確保することにより，学校施設が集中する本地区の通学者をはじめとする歩行者
　　　 の安全な道路環境を整備する。
　　○歴史的資源を活かし，市民文化・市民交流の拠点となる場を整備する。

道路事情満足度

交通事故件数

イベント参加延べ人数

市民の安心安全度

■基幹事業 道路

神戸一丁目７７号線道路整備事業 Ｌ＝１３８m

○関連事業 新庁舎建設事業 Ａ＝２６，７８９㎡

■基幹事業 地域生活基盤施設

新庁舎駐車場整備事業 Ａ＝１，１９６㎡

○関連事業

■基幹事業

□提案事業

神戸・河曲地区
(Ａ＝２６６ha)

○関連事業(整備済)

神戸ＢＮ再開発事業

Ａ＝４，０７０㎡

□提案事業 地域創造支援

神戸八丁目４２号線道路改良事業 Ｌ＝４６m

□提案事業 地域創造支援

神戸城跡整備事業 A＝２５，０００㎡

□提案事業 地域創造支援 旧庁舎解体事業（分館第４他） Ａ＝２，０３８㎡

■基幹事業 道路

須賀一丁目２８６号線道路改良事業 Ｌ＝２５３m

□提案事業 地域創造支援

公共施設ＡＥＤ設置事業 ５箇所

○関連事業 神戸Ｃ地区再開発事業 Ａ＝４，８５０㎡

■基幹事業 地域生活基盤施設

緊急避難所指定集会所

耐震補強事業 ３箇所

○関連事業

神戸中学校校舎

耐震補強事業

○関連事業

竪町十日市線外１線

街路事業 Ｌ＝５５６m

○関連事業

神戸地区電線類

○関連事業(整備済)

神戸ＡＳ再開発事業

Ａ＝２，１１５㎡

■基幹事業

地域生活基盤施設

ジェフリーすずか

駐車場整備事業

Ａ＝１，２３６㎡

○関連事業

神戸商店街活性化事業

○関連事業(整備済)２箇所

震災初動対応資機材配備事業

□提案事業 地域創造支援 旧庁舎解体事業

（別館第5他） Ａ＝３００㎡

■基幹事業 高質空間形成施設

公園施設ソーラー灯設置事業

■基幹事業 道路

・神戸一丁目７０号線道路整備事業 Ｌ＝４８０m

・神戸一丁目７０号線（庁舎前）道路整備事業 Ｌ＝２０９m

■基幹事業 道路

十宮一丁目２０１号線

□提案事業 事業活用調査

事業効果分析調査 一式

公共施設AED設置事業（神戸小学校）

ソーラー式公園灯（地子町公園）

新庁舎駐車場整備事業

事業前

事業後

事業後

事業後

 

事業前

事業後

道路の整備（神戸一丁目70号線）

集会所等の耐震補強（須賀町西公民館）

事業前

事業後

事業前

事業後

ジェフリーすずか駐車場整備事業

鈴鹿市駅


